
絶縁油中の微量PCB濃度分析絶縁油中の微量PCB濃度分析
年間1万検体以上を分析する豊富な実績と経験年間1万検体以上を分析する豊富な実績と経験

当該廃棄物の絶縁油に含まれるPCBの濃度が0.5mg/㎏以下の場合、
PCB特措法で定められたPCB廃棄物に該当しません。

分析法 報告下限 備考

厚生省告示第192号
（改正平成10年同第222号）

絶縁油中の微量ＰＣＢに関する簡易測定法マニュアル
（第3版） 3.2.1　ヘキサン希釈/
ガスクロマトグラフ/負イオン化学イオン化
質量分析計(GC/NICI-MS)法

絶縁油中の微量ＰＣＢに関する簡易測定法マニュアル
（第3版）2.5.1　スルホキシドカートリッジ/
ガスクロマトグラフ/負イオン化学イオン化
質量分析計(GC/NICI-MS)法

0.3mg/kg

0.15mg/kg

0.05mg/kg

迅速判定法
（GC/NICI-MS法）

簡易定量法
（GC/NICI-MS法）

公定法
（高分解能GC-MS法）

①迅速判定法
PCBを含有（0.3mg/kg以上）するか否か(0.3mg/kg未満)の判定をします。（数値は参考扱い）
PCB濃度がグレーゾーン(0.3～0.7mg/kg)のものは、簡易定量法による測定を行い、PCB濃度の値を
確定します。

PCB濃度を確定する方法です。ＰＣＢ濃度が0.5mg/kg以下はＰＣＢ廃棄物には該当しません。

「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進
に関する特別措置法」によりＰＣＢ廃棄物は2026
年度末までの処理が義務付けられています。

ＰＣＢ含有が不明な油入機器の廃棄はＰＣＢ有
無の判別が必要なため、絶縁油中のＰＣＢ濃度の
測定を行う必要があります。

当社は、年間1万検体以上のＰＣＢ濃度分析を
行っています。

▶当社の測定方法

PCB濃度分析の
重要性

『迅速判定法(GC/NICI-MS法) 』での測定を推奨いたします。

②簡易定量法

株式会社テクノ中部は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

株式会社テクノ中部



受　付 分析用の絶縁油採取 PCB濃度分析 請求・お支払

数量（変圧器等の台数）・
PCBの採取方法・分析方
法・採取予定日・分析結果
報告期限等をお伺いし、
見積いたします。

お客さまで採取していた
だく場合は「採取キット」
をご提供いたします。
採取した絶縁油を当社へ
送っていただきます。

送付していただいた
サンプルの分析を
行います。

検査報告書・請求書をお送りします。
指定の口座へお振込みください。

▶分析・判定の流れ

▶絶縁油サンプル採取キット　（１サンプルに１組必要、当社より無料でご提供します）

▶PCB分析業務の流れ

採取用手袋

絶縁油採取用スポイト
（採取する変圧器等
１台毎に使用。複数
の採取は厳禁）

ラベル
（採取日・場所・製造メーカー

他、必要項目を記入し
ポリ容器に貼ります）

PCB廃棄物PCB廃棄物に該当しない

0.5mg/kg超過0.5mg/kg以下

0.3mg/kg未満

簡易定量法
（定量分析）

迅速判定法（検出下限0.3mg/kg）
●0.3mg/kg未満は「不検出」
●0.3mg/kg以上であれば「検出」と判定し、測定値は参考値として表示
※0.5mg／kg以下はＰＣＢ廃棄物に該当しないが、0.3mg／kgを基準としてPCBの含有の
　有無を判定することは、環境省「絶縁油中の微量PCBに関する簡易測定法マニュアル」で
　定められている。

0.3mg/kg以上の場合

絶　縁　油　試　料

迅速判定法による参考値が0.3～0.7
mg/kgの場合、簡易定量法による
再測定を実施します。

PCB濃度の数値を確定します。
（共存物質による妨害がある場合
は厚生省192号別表第２の方法
による）

油を入れる
ガラス容器（10cc）
（８分目程度採取）

ガラス容器保護用
ポリ容器

〒455-8512  愛知県名古屋市港区大江町3-12
株式会社テクノ中部 ■営業部 営業グループ

■測定分析センター
TEL 052-614-7164
TEL 052-614-7159 I SO9001

（測定分析センター）
認 証 登 録検 索テクノ中部 検 索ホームページ https://www.techno-chubu.co.jp


